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日本のネズミからはじめて見出された

バベシアに関する研究

1．疫学と形態

塩田』垣三

羽熊直行

栗
吉 本浩

田幸雄

(昭和58年１月24日受領）

Ｋｅｙｗｏｒｄｓ：Ba6esia，rodent，epidemiology，morphology

バベシア症はダニが媒介する原虫性疾患で，元来，野

生動物および家畜において世界的に広く蔓延しており獣

医学上重要な疾患である．ところが1957年にユーゴスラ

ビアで脾臓摘出をうけた農夫がウシのパベシアに罹患し

死亡して以来，ヨーロッパではウシのバペシア，すなわ

ちＢａ６ｅＳｊａ６ｏＵｉＳあるいはBa6esiacJiue7g｢e"ｓによる

ヒトの死亡例が散発し，本症はヒトの疾患としても注目

されるようになった．（§krabaloandDeanoviと,1957；
、〆

FitzpatricketaZ.，１９６９；Skrabalo，１９７１；Rabinov‐

ｉｃｈｃＺａＺ.，１９７８；EntricanetaZ.，１９７９；Williams，

1980).さらに北アメリカおよびメキシコにおいても1968

年以来，主に野鼠寄生のＢａ６ｅＳｉａｍｊＣｒｏｔｉによる24例

のヒト感染例が報告されるにいたり，バベシア症は人畜

共通感染症の立場からも重要視されるに至った（Schol

tensctaZ.，１９６８；WesternetaZ.，１９７０；Anderson

etaZ.，１９７４；Ｈｅａｌｙｅｔα/､，1976ａ；ＯｓｏｒｎｏｅｔａＺ.，

1976；Grunwaldt，１９７７；ＰａｒｒｙｅｔａＺ.，１９７７；Ｒｕe‐

ｂｕｓｈｅｔα/､，1977a，ｂ；ScharfmanandTaft，１９７７；

ＭｉｌｌｅｒｅｔａＺ.，１９７８；ＳｔａｈｌｅｔａＪ.，１９７８；Ruebush

etα2.,1979；Ruebush，1980)．

わが国の周辺諸国では台湾において上述のＢａ６ｅｓｉα

〃cｱ。〃(geographicstrain)がネズミから見出されてお

り(ManwellandKuntz，１９６４；ＶａｎＰｅｅｎｅｎｅｔａＺ.，

1977)，また血清学的証明によるヒト感染例も報告された

(HsuandCross，1977)．

一方，わが国においてはウシとイヌのバベシア症は獣

医学上重要な疾病として活発な研究が行われてきたが，

野生動物についての研究は少なく兀今までに北海道のエ

ゾリスＳｃ〃"SDZ`Ｊｇａｒｉｓｏ７ｊｅ"Z/ｓから検出されたＢａ‐

6eSmsp．（高橋･山下，1973）と鹿児島県屋久島で捕獲さ

れ，愛知県犬山市の大平山（日本モンキーセンター）で

5-10年間放飼されていた４頭のヤクニホンザルＭａｃαα‘

んｓｃａｔａｙａﾉＭに認められたBa6es/αsp.（関川，1979；

OtsuruandSekikawa,1979)の３報告があるに止まって

いる．なおヒトの感染についてはわが国では未だ報告が

ない

以上のようなわが国内外の現状にかんがみ，我々は医

学上の見地から機会あるごとに野鼠をはじめ各種野生動

物を検査しバベシアの検出を試みてきたその結果，２

種のアカネズミ属野鼠,すなわちホンドアカネズミＡＰＯ‐

αe加"ｓやeaos"sqPec/Cs“およびホンドヒメネズミ

〃Ｍｅｗ"ｓα'nge"zez`ｓα'弓ge"te"ｓの血中にバベシアを

見出した．わが国でネズミ類からバベシアが見出された

のはこれが最初である．種名について，現時点ではその

形態的特徴ならびに宿主動物感受』性試験（第２報に報告

予定）の結果からBa6esiα〃cγotiか，あるいはこれに

近似のものと考えるが，なお媒介者，生活史，疫学など

の実験と考察を行ったのち決定する予定であり，ここで

は一応Ｂａ６ｅｓｍｓｐ、としておきたい．

本報では滋賀県および京都市の数カ所で野鼠をはじめ

数種の野生小哺乳動物を捕獲し，本パベシアの感染状況

を調査し，かつその形態について研究を行ったのでその

成績を報告する．また北海道札幌市付近の野鼠について

も少数ながら検査し得たのでつけ加える．

京都府立医科大学医動物学教室（業績第４９１号）

（２９）
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材料と方法 成績

Ｌ疫学調査

Ｌ調査動物の種類別および調査地別バベシア感染状

況について

Ｔａｂｌｅｌに示す如くバベシアの自然感染は大津市山

中町で捕獲されたホンドアカネズミ86頭中26頭(30.2％）

と，ホンドヒメネズミ６頭中１頭（16.7％）にのみ認め

られ，同じ地域で捕獲されたホンドスミスネズミ６１頭と

ホンシユウヒミズ６頭からは検出されなかった．一方，

ホンドアカネズミでも山中町以外の地域，すなわち滋賀

県守山市今浜町，同県志賀町，京都市八瀬などで捕獲さ

れた計53頭には感染を認めず，また入瀬のホンドヒメネ

ズミ５頭も陰性であった．その他，Ｔａｂｌｅｌに示した如

く山中町のホンドアカネズミとホンドヒメネズミ以外の

動物はすべてバペシア陰性であった．

２，自然感染ネズミのparasitemiaについて

大津市山中町でパベシアの自然感染が見出された26頭

のホンドアカネズミについて個体別に捕獲年月，性，体

重そして％parasitemiaをしらべＴａｂｌｅ２に示した．

最も高い値を示したのは1980年11月捕獲の16.8％，すな

わち１，０００個の赤血球を数え，その中の168個に感染を

認めたものである．その他％parasitemiaを示すことが

できたのは６頭で夫々3.2,1.1,0.8,0.8,0.3,0.2％

であり，その他はすべて“rare，，のカテゴリーに入る

ものであった．

３．感染率の宿主体重別，性別変動および季節別変動

について

山中町で捕獲されたホンドアカネズミ８６頭のうち体重

測定ができた74頭について体重別にバベシア感染率を比

較した．体重の幅は最小189，最大569であったが，そ

れらを６９毎に分けて感染率を比較してみるとＦｉｇ．１

に示す如く，体重の増加に伴って感染率が高くなる傾向

を認めた．

次に雌雄が識別できた73頭について性別の感染率を比

較してみるとTable3に示す如く，雄29.7％，雌41.7

％とやや雌が高い値を示したが母比率の差の検定の結

果，５％の有意水準でも有意の差は認められなかった．

なお雌ネズミの中にバベシアに感染した妊娠ネズミが１

頭含まれていた．

次に季節別に感染率を調査したところ，Ｔａｂｌｅ４に示

す如く，やや冬と夏に低い傾向を示したが分布の同一性

のカイ２乗検定の結果５％の有意水準でも有意の差は認

められず，ほぼ四季を通じ同程度の感染を示すものと判

Ｌ調査地と調査期間

野生動物のバペシア自然感染に関する調査地と調査期

間は以下の如くである（Tableｌ参照)．(1)滋賀県大津

市山中町．比叡山中腹の南斜面で山間の休耕田およびそ

の周囲の原野．標高320-350ｍ・北緯35゜，東経136..19

80年11月～1982年７月調査．（２）滋賀県守山市今浜町．

近江盆地の水田地帯．標高約９０，．１９８２年２月調査．

(3)滋賀県滋賀郡志賀町．比良山麓の休耕田および薮．

標高約110,.1982年２月～同年４月調査．（４）京都市

左京区八瀬野瀬町．比叡山麓西斜面の休耕田および高野

川河川敷．標高140-150,.1982年２月調査．（５）北海

道厚田郡厚田村．畑地．標高約３０，．１９８２年９月調査．

２．小動物の捕獲と分類

小形の圧殺式トラップ（snaptrap）およびシヤーマ

ンタイプの生け捕りトラップ（boxtrap）を使用し，仕

掛けた日の翌朝に回収した．圧殺式トラップにかかった

動物は個体別にビニール袋に入れ，密封して持ち帰り，

袋内および体表のダニ，ノミ，シラミ，ツツガムシなど

の外部寄生虫を分離採集した．野鼠など宿主動物につい

ては外部形態をくわしくしらべ，一部は骨格標本を作っ

て分類に供した．

捕獲・検査した動物はＴａｂｌｅｌに示す如く醤歯目ネ

ズミ科の７種と，食虫目トガリネズミ科の１種とモグラ

科の１種，合計９種314頭である．

３．血液および臓器からのバベシアの検索法

血液塗抹標本を作成する場合，死亡動物では心内血

を，生け捕り動物では尾端から得た血液をスライドグラ

スに塗抹し，メタノール固定後，ｐＨ7.2のリン酸緩衝液

で20倍希釈したメルクのＧｉｅｍｓａ染色液を用い約４時間

染色した．また－部のバペシア陽性動物では，肝，腎，

肺，脾，骨髄，下顎リンパ節などのスタンプ標本を作成

し，血液標本と同様に処理した．さらにＪＢ－４樹脂包埋

準超簿切片（瀬野尾ら，1977）のGiemsa染色標本をも

作って，本原虫の組織内赤血球での寄生状態を調べた．

鏡検はすべて油浸下で時間をかけて丁寧に実施した

が，バベシア感染の量的表現は次の如く行った．すなわ

ち塗抹標本上で１，０００個の赤血球を数え，その中の被感

染赤血球の数を百分率で表わし％parasitemiaとした．

感染が軽度で1,000個中にバベシアを認めなかった場合

は，さらに60視野（赤血球約２万個に当る）を鏡検し，

はじめていくつかの被感染赤血球を見出した場合は

“rare，,と表現することにした．

（３０）
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Table21ndividuallyshownsex，ｂｏｄｙｗｅｉｇｈｔａｎｄｐａｒａｓｉｔｅｍｉａｏｆＢａ６ｅｓｉａｓｐ・positive

APoae"z“⑫ecios"ｓ平ecios"scollectedinYamanakaCho，ShigaPrefecture

Ｂｏｄｙ
ｗｅｉｇｈｔ

（９）

Ｂｏｄｙ
ｗｅｉｇｈｔ

（９）
Year-monthSexNo・
ｏｆcollection

Year-monthSexNo・
ｏｆcollection

Parasitemia＊

（％）
Parasitemia＊

（％）

１６．８

ｒａｒｅ

ｒａｒｅ

０．２

ｒａｒｅ

ｒａｒｅ

０．８

ｒａｒｅ

ｒａｒｅ

ｒａｒｅ

ｒａｒｅ

ｒａｒｅ

ｒａｒｅ

４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６

１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２

l981-Nov

〃

〃

〃

〃

1981-Dec

l982-Jan

〃

〃

〃

〃

1982-Jul

〃

l980-Nov

〃

1981-Ａｐｒ

〃

〃

〃

1981-0ｃｔ

〃

ノノ

ノノ

1981-Ｎｏｖ

〃

〃

４
９
９
１
３
９
７
８
３
０
５
６
６

２
２
３
３
３
３
４
３
４
４
３
５
４

型
別
別
Ⅳ
仙
拓
皿
別
型
別
皿
羽
珊

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３

１
１
１
１

Ｍ
Ｍ
Ｆ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｍ
Ｆ

Ｍ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｆ
Ｍ
Ｆ

ｒａｒｅ

ｒａｒｅ

３．２

ｒａｒｅ

ｒａｒｅ

ｒａｒｅ

１．１

ｒａｒｅ

０．３

０．８

rａｒｅ

ｒａｒｅ

ｒａｒｅ

＊：Parasitemia（％）wascalculatedbyexaminationofl,OOOerythrocytesonGiemsastainedｂｌｏｏｄ
ｓｎｌｅａｒｓ･

Ｗｈｅｎｎｏｐａｒａｓｉｔｅｗａｓｆｏｕｎｄｂｙｔｈｉｓｌｎethod，６０microscopicfields（equivalenttoabout20,OOO

erythrocytes）werefurtherexamined，andconsequentlyifsomewerefound，ｉｔｗａｓｉｎｄｉｃａｔｅｄａｓ
ｒａｒｅ．

Ｔａｂｌｅ３ＣｏｍｐａｒｉｓｏｎｏｆｔｈｅｒａｔｅｏｆＢａ６ｅｓｍｓｐ、
ｉｎｆｅｃｔｉｏｎｂｅｔｗｅｅｎｍａｌｅａｎｄｆｅｍａｌｅ

ｈostanimals

Ｎｕｍｂｅｒｏｆｔｈｅｈｏｓｔ Infection

rate

（％）

4（

Ｓｅｘ

ExaminedPositive

Ｍａｌｅ

Ｆｅｍａｌｅ

3７

３６

1１

１５

2９．７

４１．７

Ｄｉｆｆｅｒｅｎｃｅｂｅｔｗｅｅｎｓｅｘｅｓｗａｓｎｏｔsignificant
ａｔ５％level・

寄生の場合のような色素や斑点などはなく，また多数の

merozoiteを有するschizontなどは認められなかっ

た．また，ＴＭＺｅｒ/α属原虫の場合のようなリンパ球や

組織球内寄生のものも検出されなかった．以下に本バベ

シアの各発育段階の形態について記述する．

１．ｒｉｎｇｆｏｒｍ

小形および中形のｒｉｎｇｆｏｒｍは円形ないし楕円形を

示し，大きさは1-2/１ｍで中央部は空胞状である．クロ

マチンは周辺部の青染した細胞質中に通常１個を認め，

ときに２個が隣接している（Figs,２，４，１５)．

大形のｒｉｎｇｆｏｒｍは直径が4-6/ｕｍもあり，赤血球

の直径の80％を占めるものもある．周辺部の細胞質は一

3oＣ
411

'〔

Ｆｉｇ．１Ｒｅｌａｔｉｏｎｏｆｔｈｅｂｏｄｙｗｅｉｇｈｔｏｆｔｈｅｈｏｓｔ

ｔｏｔｈｅｒａｔｅｏｆＢａ６ｅｓｉａｓｐ・infectionin〃ｏａｅｍ"s

specios"sqpecioszJs・

断された．

Ⅱバベシアの形態

今回，野鼠から見出されたバベシアはほとんど正赤血

球内に寄生し，虫体が大きい場合は赤血球自体も平均よ

りやや大きくなっていた．しかしＰｍｓ伽ｏａｊｚＪｍ属原虫

（３２）
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Table4SeasonalprevalenceofBa6ｅｓｍｓｐ，

ｉｎｆｅｃｔｉｏｎｉｎＡ'０ＣＪＣ"z"sSPecios"ｓやecios"ｓ

ｉｎＹａｍａｎａｋａ－Ｃｈｏ，ShigaPrefecture

Iま，バベシアは血液塗抹標本と同様，赤血球内にのみ認

められた．そして，これら諸臓器における本原虫の出現

頻度はいずれも大差なく，組織局在性は認められなかっ

た．なお，バベシア以外の細胞内寄生原虫と思われるも

のは検出されなかった．パベシアの形態は血液標本に見

られたと同様多形`性を示した．ＪＢ－４樹脂包埋準超簿切

片ギムザ染色標本（厚さ1-2/、）でも上記臓器の赤血球

内に寄生するバベシアが認められた．Ｆｉｇ．３は肝の洞

様毛細血管の赤血球内に見られたアメーバ状の虫体を示

す．

Ｎｕｍｂｅｒｏｆｔｈｅｈｏｓｔ Infection

rate

（96）
Ｓｅａｓｏｎｓ

ＥｘａｍｉｎｅｄＰｏｓｉｔｉｖｅ

４
０
１
１
２

■
●
●
●
●

６
５
４
３
０

３
２
３
２
３

Ｓｐｒｉｎｇ

Ｓｕｍｍｅｒ

Ａｕｔｕｍｎ

Ｗｉｎｔｅｒ

Ｔｏｔａｌ

１
８
１
６
６

１
４
２
８

４
２
４
６
６

１
２

考察Differenceininfectionratebetweenseasons

wasnotsignificantat５％leve１．

段と濃く青染し，その中に大きなクロマチン塊が1個み

られる．これはときに不整形の小穎粒状の集塊として認

められることもある（Figs、１６，１７)．

２．ameboidformおよびdividingform

小形のameboidformはあたかもｒｉｎｇｆｏｒｍの辺縁

から数本の細い偽足が出ている様にみえる（Fig.５).中

・大形のameboidformは分裂過程にあるものと`思わ

れ，まず周辺部が不整形の複雑な形となり，クロマチン

は集塊として，突出した細胞質の先端部に認められるよ

うになる（Figs､６，７，８，９，１０，１８)．そして，この突出

部は４－５個出来るがそのうちの４つにそれぞれ独立し

たクロマチンが認められるようになる．これらは４個の

merozoite形成への過程と思われる（Figs、11,12,19,

20)．とくにＦｉｇ．１２に示すような，いわゆるMaltese

crossと呼ばれる形態を示すものも時に見出される．

Figs、１３，２１はmerozoiteが完成し独立した状態であ

る．merozoiteの大きさは生け捕りネズミでは0.5-1.2

ｘ1.2-2.0,αｍで紡錘形に近く，細胞質は青染し，クロ

マチンは中央より一方に偏して位置している．これらは

ほとんどの場合１赤血球内に４個を認め，５個以上のも

のはない．非常に稀に1-3個のmerozoiteを有する赤

血球が認められる（Fig.１４)．Figs、２，３，１４－２１は死

亡ネズミ，Figs、４－１３は生け捕りネズミのものである．

死亡ネズミの血液塗抹および諾臓器のスタンプ標本にお

ける赤血球は生け捕りネズミの赤血球に比べて一般に少

し大きくなっている．そしてバベシア自身も大型化した

り（Figs、16-21)，リング状に２－数個に細分したよう

に見られることもあった（Fig.２).．

Ⅲ主要臓器からのバベシアの検索

バベシア陽`性を示した死亡アカネズミの肝・腎・肺・

脾・骨髄・下顎リンパ節のスタンプ・ギムザ染色標本で

わが国で，ネズミから今回はじめてバベシアが検出さ

れたのであるが，このバペシアは大津市山中町で捕獲さ

れたホンドアカネズミとホンドヒメネズミからのみ見出

された．この流行地から同じ比叡山系にあって，しかも

４ｋｍしか離れていない八瀬のホンドアカネズミ47頭は

すべて陰性を示した．このことはvectorの分布域の違

いによるものか，あるいは他の原因によるものか目下よ

く判っていないが，流行がかなり限局して存在すること

を示唆している．近江盆地の今浜町のホンドハタネズミ

49頭もすべて陰性を示した．しかし，これらのハタネズ

ミは第２報で述べる感染実験では感染が成立した．流行

地のホンドスミスネズミ６１頭は自然感染を認めなかった

が，これは感染実験でも感染が成立せず，感受性がない

ものと`思われた．他のホンドハツカネズミ，ホンシユウ

カヤネズミ，ホンシユウジネズミ，ホンシユウヒミズは

すべて陰性であった．しかし，これらは調査数が少ない

ので，今後さらに多数を調べて結論を出したいと考えて

いる．

ネズミにおけるバベシア感染の季節的変動についての

報告は，ドイツのBavaria地方（北緯48.,東経12｡)の

commonfieldvole（McroZ"ｓａｇγestis）（Krampitz

andHiumler，1978）と米国のNantucketIsland(北緯

41.,西経７０゜）のwhite-footedmouse（Pe7omysCz`ｓ

/ez`COP"s）（Spielmanetα/，1981）に見られる．いずれ

もＢａ６ｅｓｉα〃c7otiの感染で，ドイツの例では初夏(７１

％）における著明な感染率の上昇と１月（７％）の最小

値を示している．米国の例では検査動物の血液を高い感

受Ｉ性を有するハムスターに接種して，動物直接の血液塗

抹法にくらべて約２倍の検出率をあげているが，やはり

冬が他の季節にくらべて低い感染率を示している．今回

の調査（北緯35.,東経136｡）では四季にさほど感染率

の差は認められなかった．今後さらに多数を調べてみる

（３３）

。
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Figs,２－２１Ba6esiasp、ｆｏｕｎｄｉｎＡＰＭｃｍ"sWcZos"ｓ（Giemsa,sstain)．２：Ｔｈｉｎｂｌｏｏｄ

ｓｍｅａｒｏｆＡ・Wcios"ｓ（Ｎｏ．１）withtheheavyinfection（×1000)．３：Ababesiainared

bloodcellinsinusoidalcapillaryoftheliverofA・SPecios"ｓ（semi-ultrathinsectionfromthe

JB-4plasticembedding，×2000)．４－２１：SeveralstagesofdevelopmentofBa6esiasp・The

ringformsfromsmallsizetolargｅｓｉｚｅ（4,15-17)，ａｍｅｂｏｉｄｆｒｏｍｓ（5-10,18)，maturing

(11,19）andmaturedmerozoites（12-14,20,21）ｉｎｒｅｄｂｌｏｏｄｃｅｌｌｓ（×2000)．４－１３：Speci‐

mensobtainedfromlivinganimals，２，３，１４－２１：Specimensfromdeadanimals．

（３４）
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(1980）は様々な問題点を指摘しているが，その中で，

Ｂ・〃C7otiがヒトに感染することは明らかで，かつこ

れは多くの誓歯目と食虫目にも普通に見られ，既に報告

されている小哺乳動物寄生パベシアの数種はＢ・〃crotf

のsynonymであると述べている．実際，彼自身が1930

年にアフリカのジネズミｄｏｃｉ伽ｒａ６ｆｃｏＺｏｒｃ”z"g‐

/Ｚａ７Ｍから見出し新種の記載をしたBa6es/αcroci伽γαｅ

(Hoare，1930）もＢ・〃crotiであると訂正した

いずれにしても小哺乳動物に寄生するバベシアの報告

は多数にのぼり，Levine（1971）によると誓歯目，食虫

目寄生種が25種あり，またKillick-Kendrick（1974)は

誓歯目だけで32種のバベシアを記載している．ＡｐＭｅ‐

ｗ"ｓ属のネズミのバベシア自然感染ないし実験感染の

例は英国のＡ、SyJUatic"ｓで見られている（Coles,1914

；Jacobs，１９５３；ShorttandB1ackie，１９６５；Bafort

etaJ.，1970)．Coleｓ(1914）はこの寄生虫をMZZα"/α

、〃ｓと命名したが，後にLevine（1971）はこれを

Ba6esjaCoZCsiと改名した．ところがKillick-Kendrick

(1974）は，Ｂ・coZesiはＢ・〃c7oliのsynonymとみ

なしている．ShorttandBlackie（1965）は英国の小哺

乳動物５種，すなわちＡＰＭｅｍ"ｓｑｙ/uatic"s，Micro‐

msqgresZis，ｄｅｔｈ７ｉｏ７ｚｏ"2J）ｓｇｍγeoZ"ｓ６ｒｉｔα""ic"s，

Ｔα”α“γOPoea,ＳＯｒｅｚａ７α"e"sからバベシアを見出

したが，前４種の宿主からのものは形態学的相違がな

く，またcross-immunitytestからもBe6esiα〃ｃ７ｏｔｉ

ｌ種であると考えた．同様の報告が米国のNantucket

lslandとCaliforniaにおいても見られる（Spielmanet

aZ.，１９８１；VanPeenenandDuncan，1968)．一方，

ＢａｆｏｒｔｅＺａＺ．（1970）はCongoのＨｊﾉZ。”Sc"SSteZZα

由来のＢａ６ｅｓｉａﾉMomJﾉSciをＡ・syZuatfCzJsに実験感

染させることができた．ところが一方，ドイツのＭｃ‐

γｏｍｓ`JgγesZなに高率に自然感染が見られるＢ・〃z/c7oZi

はＡＰＭｅｍ"SSyZUat/C"S,Ａ・池U/ＣＯ"ｊＳ,Ａ・`Ｚｇｒａｒ２"Ｓ

に実験的感染しない（KrampitzandBiiumler，1978)．

いずれにしてもAqyZUazicwsに自然感染ないし実験感

染が認められるバベシアは現在，Ｂ、coZesi，Ｂ、hyb

wscj，Ｂ・〃cγo〃の３種があげられる．

極東におけるネズミ類のバベシアの報告は台湾に見ら

れる．ManwellandKuntz（1964）はIndianbandicoot

rat（ＢａＭｉｃｏｔａノ"αiｃａｍｅ，，Zoriuagα）から見出したバ

ペシアをＢａ６ｅＳｉａ６α"afcoot/αと命名したが，後にＶａｎ

ＰｅｅｎｅｎｅｌａＺ，（1977）は同種ネズミから見出したバベ

シアおよび上記報告を再検討してこれらはいずれもＢ・

mic7otiのgeographicstrainとすべきであると述べ

予定である．

次にホンドアカネズミのバベシア感染率を体重別にな

がめてみると，体重の増加と共に感染率が高くなってい

る（Fig.１)．同様のことは上記の２報告にも示されて

いる．これは幼獣の加令と共に感染も累積したためと思

われる．

感染ネズミのほとんどは非常に低いparasitemiaを示

していた．このことも上記のドイツと米国の論文の成績

とよく似ている．このことは検査する場合によほど注意

しないと見逃すおそれがあることを示している．第２報

で述べる予定であるがホンドアカネズミに実験的に本バ

ベシアを感染させると全例に感染が成立するがparasi‐

temiaは終始低く，この自然感染の成績とよく一致し

た．

以上のごとく，北半球の温帯に属する遠く離れた（ヨ

ーロッパ，北アメリカそしてアジアの島国）３つの地域

（北緯35.-48゜）において，３種の異なった野鼠に寄生

するバベシアの感染状況が，いくつかの点で類似してい

ることは非常に興味深い．

今回著者らが見出したバベシアは赤血球内に寄生し，

マラリアにみられるような色素はなく，虫体は著しい多

形性を示し，buddingと思われる分裂方法で４個の

merozoiteに増殖することが確認できた．これらの形態

的特徴はBa6es/α〃c、〃に近似している．一方，１９６５

年から1982年に至る最近18年間の世界各地におけるネズ

ミ類のパペシアに関する多数の疫学調査をみると，ほと

んどがＢ・〃Crotiと同定され，これらは自然感染なら

びに実験感染を含めて，多種の動物に感染し，比較的宿

主特異性のない寄生虫と考えられている（Shorttand

BIackie，１９６５；VanPeenenandDuncan，１９６８；

FayandRausch，１９６９；Mahnert，１９７２；Ｈｅａｌｙｅｔ

α/､，1976ｂ；ＶａｎＰｅｅｎｅｎｅｔｃｚ/､，１９７７；Krampitz

andHiumler，1978；ＳｐｉｅｌｍａｎｅｔａＪ.，1981)．

ネズミ類を含めて，小哺乳動物寄生バベシアの分類で

は，Wenyon（1965)，Neitz（1956)，Levine（1971)，

Killick-Kendrick(1974)等が参考となる．以前は宿主特

異性があると考え，宿主毎に別種を作っていたが現在こ

の考えは退けられ，かつ種の鑑別に完全な基準も確立さ

れていないので，目下パベシアの分類学は混乱している

と言える（Hoare，1980)．特にネズミ類に寄生するバベ

シアの多くは広宿主'性で，多形性を示し，形態的区別は

困難な現状であるといわざるをえない一方，ヒトのバ

ベシア症についてはＲｉｓｔｉｃａｎｄＬｅｗｉｓ（1977)，Hoare

（1980）等が総論的に最近の知見を述べている．Hoare

（３５）
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s/α〃c7otZか，あるいはこれに近似のものと思われる

が種名の決定は各種動物の感受’性試験およびvectorの

研究を行った上で行うこととし，ここではBa6esfasp、

としておく．

今回，本原虫の宿主となることがわかった２種のネズ

ミは日本各地に広く生息している．従ってこの他にも流

行地があるものと予想される．一方，最近，山野でダニ

に刺される症例も増加している（近藤・吉村，1982）の

で今後ヒトのバベシア感染に注意を払う必要があると考

える．なお生け捕りネズミと死亡ネズミの標本における

バベシアの形態と大きさに少なからず差が認められたこ

とから，今後形態によりバベシアの種を比較検討する場

合には，検査動物の生死についてもコメントする必要が

あると思われる．

た。

今回著者らが見出したバベシアは，上述の如く疫学的

ならびに形態学的特徴と世界的なバベシアの分類の現状

からしてＢ・〃c7otiとするのが最も適当であると考え

るが，最終的な種名の決定は各種動物の本原虫に対する

感受性試験やvectorの研究を進めた上で行いたく，と

りあえず本報ではBa6eSiasp・に止めておく．

総括および結論

近年，北米において野鼠寄生のBa6eSiα〃c7otiが

ヒトに感染を起こすことが知られ，人畜共通感染症の１

つとして盛んに調査，研究が行われるようになった．一

方，我が国では未だネズミからバペシアを見出したとい

う報告はなく，かつ人体感染症例の報告もない我々は

この問題に関し，1980年11月から1982年９月の間に京都

・滋賀両府県の４地点，北海道の1地点において合計314

頭の野生小哺乳動物を捕獲しバベシアに関する調査研究

を行った．その結果，滋賀県山中町で捕獲されたホンド

アカネズミＡ力ｏａｅｍ"sWCioS"ＳＷＣｉｏＳ"ｓ８６頭中26頭

(30.2％）と，同地区のホンドヒメネズミAPoaemz`Ｓ

ａ７ｎｇｅ"te"sarge"te"ｓ６頭中１頭（16.2％）にバベシア

を検出した．上記以外の動物，すなわちホンドハタネズ

ミ50頭，ホンドハツカネズミ１頭，ホンドスミスネズミ

87頭，ホンシユウカヤネズミ５頭，エゾヤチネズミ１３

頭，ホンシユウジネズミ２頭，ホンシユウヒミズ６頭は

いずれもバベシア陰性であった．またホンドアカネズミ

とホンドヒメネズミでも流行地の山中町以外の３地点で

捕獲されたものはすべて陰性であった．以上のことから

流行地はある限局した小地域にフォーカスを作って存在

するのではないかと考えられた．

流行地のホンドアカネズミにおけるバベシアの感染率

は四季を通じて大きな差はなく，雌雄別の差もみられな

かった．しかし体重別にみると体重の大きいもの程感染

率が高い傾向を示した．

このバベシアは赤血球内のみに寄生し，色素穎粒はな

く，最終的に４個のmerozoiteを生ずる．原虫の形態

は発育の段階で種々の大きさを示すｒｉｎｇｆｏｒｍとａｍｅ‐

ｂｏｉｄｆｏｒｍ，および４個のmerozoiteを生ずる発育過程

の様々な形のdividingformなど多形性を示した．肝，

腎，肺，脾などのスタンプ標本およびＪＢ－４樹脂包埋準

超簿切片Giemsa染色標本の赤血球内にもバベシアを認

めたが，とくにどの臓器や組織に多いという局在性はな

かった．

本原虫は上述の疫学ならびに形態学的特徴からＢａ６ｅ‐
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STUDIES ON BABESIA FIRST FOUND IN MURINES IN JAPAN

(1) EPIDEMIOLOGY AND MORPHOLOGY

Tsunezo SHIOTA, Hiroshi KURIMOTO, Naoyuki HAGUMA

AND Yukio YOSHIDA

{Department of Medical Zoology, Kyoto Prefectural University of Medicine,

Kawaramachi Hirokoji, Kyoto, Japan)

Babesia has been considered to be one of the important zoonotic pathogens since some lethal

human infections with bovine babesia in Europe and 24 human cases with Babesia microti infection

in northern America have been reported. In Taiwan, B. microti has been found in wild rats,

and 2 human babesial infections diagnosed serologically were also reported. In Japan, on the

other hand, neither murine babesia nor human infection with any kind of babesia has been reported

up to the present.

The present paper describes a kind of babesia found in 2 species of wild murines for the

first time in Japan, with the morphological characteristics under the light microscope.

During the period from November 1980 to September 1982, 314 small wild mammals were

captured by snap trap or box trap in 5 localities as shown in Table 1. Those animals consisted of 7

species of Rodentia and 2 species of Insectivora as is also shown in Table 1. Careful examination

of Giemsa-stained blood smears of those animals revealed that 26 out of 86 Apodemus speciosus

speciosus and 1 out of 6 Adodemus argenteus argenteus captured in Yamanaka-Cho, Otsu-Shi,

Shiga Prefecture were positive for babesia. All of the same species of animals captured in the

other localities and of the other species of animals including those in the endemic area, were

negative for it.

The parasitemia in the animals naturally infected with the babesia was generally low as

shown in Table 2. The infection rate did not show any significant difference between sexes of

the host or between seasons (Tables 3, 4), whereas it tended to go up with the increase of the

body weight of the hosts (Fig. 1).

The morphology of the babesia was studied in detail by light microscopy, and is shown in

Figs. 2-21. Small to middle sized ring forms (Figs. 2, 4, 15) were found both in living and dead

animals, and very large ring forms (Figs. 16, 17) and swelling erythrocytes were seen only in dead

animals, suggesting that material condition affects the morphology of the parasite as well as the

erythrocyte. Both ameboid and dividing forms are shown in Figs. 5-11 (living animals) and in

Figs. 18, 19 (dead animals), finally forming 4 merozoites (Figs. 12, 13, 20, 21). The parasite

sometimes assumed the form called the "Maltese cross" during its development (Fig. 12).

In conclusion, this is the first report on murine babesia in Japan. The babesia is in no way

different from Babesia microti as far as the present examinations show. However, we intend to

give a specific name closely to this protozoon later, according to the results on the experiments

on the host susceptibility and on the vector.
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